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裏紙図　Zのe aについて

カニ類a一種のゾエア期幼生である。するビムくちばし状の突起が前端

にあり．朱色の脱が美しい。全体がなんとなくおどけてユーモラスな形態

に見えるのは．この大き郡民球と．頭でっかちのせいだろうか。

当地の海岸は鹿児島湾内の足奥部にもかゝわらず．時に珍らしく恩かh

外洋性のツノケイソウ（Chatoceros）の仲間がたどりつき浮遊して

いることがある0

1945年9月28日鹿児島県姶良郡加治木町魚用毎岸よりプランクト

ンネットにて採集Xる00（本文5ページ参府）
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人間と生物

校長寺崎立志

私は4、鳥を飼うのが好きで今は急がしくて手がでない

カi前任校の伊集院や頴娃では． 小鳥屋のようだとみん

なから笑われた。 小鳥から色カな人生勉強もさせられた。

十姉妹一家の仲のよいくらしぶり． 子供の為にやすみな

く働く勤勉を嚢にもそこLへらの仲の悪h夫婦げんかばか

りの家庭等は足許にはよりつけない美わしh姿である。

専間の先生の話では餅をやらずにおくと貴後の粒菅で

も子供にやって自分からさきに餓死してhく鳥だという

ことである。 カナリヤの子供も生まして見たカ． 要蔽よ

く育てる親と全く子供に無関心夜親で餓死させる親鳥も

hた。 よく育てる親は子供の抱き方とhh． 飼をロうつ

Lにやる妥領とhh． 全く堂にhったものである。 人間

にも子供をほったらかすのがいて． 子供が非行児になっ

ていくことも沢山あるわけですオi親らしくをh親も小

屋の世界にもあるものかと深く反省させられたも甲であ

る。

いつか小鳥を見にきたどこかのおじさんが． 4、鳥をか

わし勺がる様な性格の人が一番先生には適しているめたと

話されたことがあったので私も一寸ばかり鼻高になった

ことがあった。
或は小鳥を可愛がる人は人の子も可愛が

るのではなhだろうか等と巳依れている。 先生はやはり

生徒を心から可愛がるのが本番であると思うのである。
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気∴淘言計∴等∵差

山因・吉治

気泡計算法と虹． 光合成に上水茸の茎の切口から発生する気泡款を． 光の披長とその讃係や

光明責さ（光点からの距離）について調べるも（うで． 材料の水草としては． オオカナクモ． カナ

ダモ．ミズ万オバコ． タロそ． キンギヨモ等があるが． ミズオオバコが． かんたんに加治木町で

二三，つかったのでそれを用レ1た。その結果． 光と波長との院係については． 図1のような実験装置
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を使用して水温2占コCで光源

（100W電球を一個）からの

きょりをdcmとして． 赤色光．

青色光． 線色光，透明について．

5気泡の出る時間を調べると赤

色光で5気泡出る時間は． 5． 曇4

鋭線色光で5気泡出る時間は

10．74秒． 青色光で5気泡出ろ

時間は． 72統一透明で5気泡出る

時間は． 5．3d秒という結果であった。

同化度につhては． 赤のかゝつた時間を100として音． 軋

透明などで5気泡でる時間の同化匿を表わすと． 赤のとき威、

100正のときは48．7音のときは72．7． 透明のと漣は9

7．8であった。

これをグラフに表わすと図ilのようなグラフになる。

このグラフは． 5気泡出ろ時蘭が少去hほど光合成が紋んで

あるということから．

光怠戒は赤色光叉は透明に光増がよ舛詫ンで義孝とh0」町有『㌻暫うこ‡芸芸‡’っ慧了に又は脚こ芦紗エリイJ完で由． r少とい
－▼ト・

ノし浩
次軋光の増さとの関係につhて風光と波長と同じような実験彗道で． 水温250e一至近男と

して1Ccn． 15cm． 2DC1㌔2Pm． 3C皿などにつし、て5気泡が量る時隙なら鮎コ

／こて． その「均げ． 1りセンチノ∴－トルで5気泡の出る時間は1．54秒となり． 15セン∵チメー

←ルで5気泡の出る寝間は2．18秒となり2C「七㌢チメートルで5気も〇出る時間は2．3占秒と

凌ウ25cmで5気泡の出る時間絞る． 44秒となり50センチメートルで5気鳥の出る時間庶2

i． 15秒となった。

また． 光と波長との置係と同じように． 18cmCかゝった時間を100として酎ヒ庭を式

治ると．

－4－
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10センチメートルで5気泡の出る時間は．1．54秒となり15cm

で5気泡の出る時間は，2．d8秒となり．20㍍Ⅲで5気泡の出る疇湖

底2．86秒となり．25cmで5気泡の出る時間は．占．44秒となり

30cmで5気泡の出る時間は21．1d秒となった。

また．光と波長との関係と同じように．13cmのかゝった時間を

100として同化度を求めると．10cmでは100，15cmでは

57320cmでは55・8125cmでは23・9事30cmではる・8で

あった。

これをグラフに表わすと図Ⅲのグラフのようになる。
0玩羞議藷元り光三孟霊慧霊票崇ほど光脚棚あ

図（ul）

反省としては．ミズオオバコの人工栽培法のむづかし書や．光線を極端に大きくするとどうな

るか．など今後の研究の余地がある。叉．温鑑．光線の条件をそろえておき一方の容器に．

NaHC03を入れると．気泡がよくでるようにならた。このことば．水中にCOzが増したの

で光合成が亨かんになり気泡がよく出るようになったのだと思うQ

加治本町黒川海岸のプランクトン

坂元光章

加治木町無用海岸は地図に示す如く湾内で波も静かであり．夏は海水浴場としてにぎわれ少

し河水も流れこむ地形である。採集方法底．19る3年8月からけ月毎に同場所で16時に海産

より沖へ25m往復．水深1mをネットで引hた。調査の結果からは，概して夏の方が動物性プ

ランクトンが多く．又種類も多い。冬は植物性プラ／クトンが多く見られ種類もすくなし、ように

思われる。勿論不充分姦調査の為今凰風潮．水温．PH等考慮してゆくつもりである。

8月27日　醸　ケンミジンコ． ツノケイソウ． ケラナウム． ホウ

サンチまウ． フジツボ幼生

9月28日　盛　ケンミジンコ． ツノケイソウ，マサガタケイソウ

ゾエア（表紙図掲示）

10月29日　滑　ケラチウム． ヌサガタケイソウ． ツノケイソウ

11月　5日　騰　ケラチウム． マサガタケイソウ． ツノケイソウ

以上数量の多い憶序に示したカミ　主なスケッチを次に掲示する。

－‾⊃　－



加治木町黒川海産のプランクトン　そのI
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カエルの餌「劉

大野隆次

（分規）脊椎動物門・両生周e無尾目0トノサマガエル

（Dα準備するもの》

0解剖器0解剖mO昆虫針0広口ビユ／r50cc）0脱脂綿

0メートル尺0探り毛rシュロ毛）0ガラス俸ガラス管0シャーレ

0時計皿0衆品（ェーテルまたはクロロホルムloカエル碍生鮮的食塩水

05喀カセイソーダ

喧）《方法））

1．カエルを数匹広口ピ／の中に入れて． エーテル． またはクロロホルムをひたした脱

脂綿を入れて密閉し約10分位放置して麻酔する。 ）

2．カエルの腹面を上にして． 解剖皿の上にのせ． 昆虫針で四をしっかりとめるQ次

にピンセットで下腹部の皮膚をはさんでもちあげ． 正中線に沿う前方に口のところま

で痛に切り硯く。 切りた皮膚は昆虫針で絹いてとめる。

3．腹部の静脈や皮膚に分布してhる血管を観察する。

4．次に筋肉をもち上げながら腹壁の正中線をさけてハサミーを上げるようにして前方へ

切り清く（このとき内輝らに傷つけたhようする）続いて痢間の胸骨も切断する。

十分鞘いて昆虫針でとめる。

5．カエルの体がひたるまで解剖皿の中に水を入れる。

占．ピンセットや柄付き針をもらいて． 内臓のいろhろな器酎つ位鼠形色などを観察

する。 内臓器官をで蛮るたけ自然に保ちFl刊童全体を写生する。

（諺《説明力

0心臓－うす桃色で乳色の心のうによってつつまれている三

〇肺成一うす赤い淡のような袋で心臓に継夜がっている。

0肝械一案かつ色で内臓の中で一番大きい。

0たんのうー暗緑色の水球で肝臓の後側にある。

0胃一日くて大きい． 曲っている。

0すh成一うす桃色でどろっとした感じで胃の後側にあるQ

つ小腸－うす透明な腸間膜でつながりとの膵には血管がある。

0ひ墟一赤い小さな球状で腸間膜についている。

－8－



（解剖全図）

0ほうこう－透明な膜の袋で大腸の左右にあるQ

Oじん繊一内城をとり除くと背骨をはさんで左右1対ある0

0精巣一黄色でじん城の内側にあり左右叛ある。 （オス）

C卵巣一黒色で小粒である。 これは輸卵管に継いでやる。 （メス）

0脂肪体一顔色でキクの花びら状

④仔特徴カ

※カエルの前肢の指は退化して四本しかない。

￥脂肪体は冬眠をする期間の栄養である。

－9－



花綿の発芽室こき巨盈
lヽ

山　口　　　　忍

（1）　花顔の発芽とは

まず最初に花物の発芽とはどんな現象かというとA細く′て苦りてあるように

柱頭かこ∴壊し⑩花粉が強媒・凰煤によってくっつ酎老扮

管を這すそ叫老紛管弾みっせんし砂こ向かって伸びていき． ち

ょうど伸びきったとモうで卵細胞と衝突して受精するわけであ

るが．その花粉管の伸びることを花粉の発芽とhうわけです。
－冬、
（2）実験にききがけて

僕はその花粉の発芽の状感を観察し． 植物受精の一端を理解

しようというわけで材料として． ホウセ∴／カ・茶の花を使用してみせしプ転地に集晶・実

lこし〆、験器具として．5飢藍機液・． 寒天液・

たロ＝ホウセンカ・茶を使喝したのは 竃
貢付グラス・カバーグラス・検錬装置を使用しまし

ょうど10月の末期から11月の初旬にかけてであっ
°t
たので花が少なく． ホウセンカもよう遍く遅れて爽辱た軽があったのでそれを使用し普L私

達よくそのホウセンカがこの実験を感にうまくや如て三㌢れたので助かったなぜ庶増液

を用いるかというと． 花粉管はみりせんに向かってhく㊨でこの実験の場合も砂糖町句かって

いくように絆糖液を使用したのです0余力濃度の塩草や液は花粉が番んでしまうようです。
〆

（3）実験の方法及び結果ヂ

a）寒天液でスライドグラスの上に丑図のようなベッドを作ち大豆で穴をあけます。

／
寒天

∴二「「、　ご二…

［

Il Oつ

側面図平面図

b）その穴の中に花粉と共に5軋庇機液を入れてカバーグラスをかぶせます。

C）プレ′てラートを僅鏡装置にラフL．5分毎に花粉管の伸びる状態を観察しこの実験を行な

った。気温22Pc。水温170C。

（4）文化祭に出品して

文化祭で皆に花粉の発芽を理解してもらうため．技巧をこらした。それに庖こ拝岩笥お

きの花粉管の伸びをボール紙を切りめhて上から順序に5分・10分・15分・2つ分

25分・50分とhうように． 賽物の20000倍のものを糸でつりさげて表現してみた

ところよく理解してもらえたように思う。それから検童装置の方で．前でも説明しま

したが．なぜ花粉管が伸びるのに庶稽液が必要かという虚聞を受けた。

－1り－



材料　　ホウセユ′カの茂撒。 絹雫、ま5密接∴鮮封でましてから丹精鴇を示す。
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（内容物吐出）

材料　　チャの花粉。 5軋庶礪液

，
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入部して

東千代子

入学して4．5日してから各クラブの紹介があった。 伺かクラブに入りたいとは思っていたも

のの何の特技も持たない私に入れそう夜クラブはなかった。 高校生活にも慣れてきたころのある

日．ちょっとした事から生物担当の先生に入部を進められるまゝになんとなく友達5人と女気の

なhこのクラブに入部した。 実験は好きだが解剖など気持が悪くてあまり好きな方ではなかpた

。
始めは何の目的もなしにたた入部しただけだったが． 男子部員の生物に対する研究心とその知

識の探hのに感劫し． その情熱にひかれて私もやって見ようとファイトがでてきた。 ノ

夏の盛りに黒川海岸や明石海岸へブランクトγ． 陸産只の採集に行きまっ黒に櫨再ずいぶん悩

んだものでした。 秋には君島に陰花植物陸産見昆虫の採集に行って初放しつ山を味わh叉すっ

かり生物にとりつかれで電燈の下で夕方蒔くなるまで研究の磐理をした〇甲斐あって万人認める

盛大を発表会であった。 そして毎日の部員の努方ま見逃せない。 私は生物クラブには入り大切な

事を学び取ったD今後も7アイトをもって大いにハッスルしよう。

－11一朗



心積の樺勤実験

森正人

11月9日の文化祭で掛ま心臍の璃劫実験をした。 心縞の縛動実験とは心蛾の悼劫をカイモ

グラフを用い．血潮て表わし． そ∂清甘択蔭を調べる実験である。

〔実験の方法〕

始めにカエルをエーテルで麻酔し解剖皿に固定する。 これに使うカエルはヒキガエルがよし1の

だが．今度の実演ではトノサマガエルを使った。

次に胸部を切り開き心臓を露出する。 そうすると心班を包んでhる透明な心のうが見える。 これ

を心渡が収納したとき．どこ／セワトでつまみ上げ切りとって穴をあける。 この穴のふちをピンセ

ットでつまみ上げながら左右斜上に切り開き、できるたけ前方で心のう片を切り取ると心臓が露出

する。ここで動脈を糸で鰭寮する。 これ放心蛾ゐ樽動が大きくなるようにするためである。 そし

て〔図りのように装置する。

〔実験装置〕

〔図りの②のすす紙は石油をアルコールランプで燃やし． それで出る煙でつける。

（9の竹はほそくけずったもの。 通の木座とのとめはかもしピンでした。

（少の大豆は（身の糸が常に張ってhるようにするためのものである。

心球と糸とをつなぐの打且〇号の良虫針を8型に曲げとれではさむようにしたらうまく行っ

た。叉心臓が長もちするために． しようち0うRinger液を注いだ。 こうして心臓はだhた



こうして描かれた曲線を「心臓曲綿」とhうが． 次はこれにつhて説明する。 〔図Ⅲ〕娃実験を

始めてから約2時間ぐらい後の心膜の樽動を表わしたものである。 この時は心臓はまだ正常に効

了も′有情八
「：持〕

（∋静此間の収縮

（尋心房の収縮

㊦心室の収縮

∈）休止期

いていた㌔エルの心隣は2心房・1心室から成っており．博劫は．まず静脈洞に興奮が生じそ

れが心房へ伝わり．次に心室へ伝わる。このように興奮が伝わり収縮する期間を「収縮期」．次

のゆるむ期間を「弛緩期」という。この次に酌妙たh期間すなわち「休止朋」がある。〔図n〕

で底匂）の部分が静脈洞の．（尋の部分が心房の．6）の部分が心室の収縮に相当する。そして㊤

の部分がr休止期」である。これは1分間に50．5回脈を打ってhる。これから脈を1匡1＿1うつC⊃

に約1．2秒かかっていることになる。

拍Ⅲ〕軋実験を始めてから約3時間ぐらいたって

からの心臓で．非常に弱っていたときのものである。こ

の曲線で．静脈吼心底心室の収縮が．曲線の損上レl

l

まとまって表われているカもこれは心房が弱わり． 弁の〔図Ⅲ〕

勘らきが悪くなったためである。

今藍の実験鋭心臓の痔動を． ただ記録するだけたったが． この次は． 電気刺政などを与ノしそ

れによる変化なども詳しく調べたhと思う。

唾液アミラーゼの消化作用の実験

福永祥子0薬丸涼子

文化祭の時何をするかと問われて． 私達2人は迷ってしまLへました。 さんさん考えた末この

実験をすることに決めました。 前に1匝jやった事はありせしたが． その時はやりっぱなしでし

たので．今匿はきちんとやろうという事でまとせりました。 ところがL文化祭〇当日は． せまい

中に大勢し、の人達でてんやわんやの大歯ぎ。 お場をこぼしたり． ヨード液の量をまちがえたり

して．いっこうに実験ははかどり‘ませんでしたが． 辛し1男子の薔君の洛力により． どうにかこう

にか成功したのがせめてもの慰めでした。 とにかく虻がLlへまた楽しい1日でした。

では次に’菟彰子の目的．用具． 方法． 実験結果などを簡単に述べてみます。

0日種目∵アミラーゼのデンプン分解の作用を調一㌧攻素の触媒作用と一般的性質を調べる。

－13－



ン′1ニ】異
議唐管・試鱗管立・ビーカー。 塩鮭計・1泌デンプン液・1感ヨード液eフエーリング藻c

ろ紙・ロート・ガラス樟・7月′：プールラユ′プ

〇方法

（1）唾枚む疎集。 OD・・t・4DOcの塩水を2～3分Eli－′こふくむ。それをろ過して蝉嘉夜とする

（2）試験管IⅡⅢにそれぞれ次のものをよくませて入れ． 57Oc～400Cの温湯につけて

おくロ

〔注目孟Oc～40巴の混掛こつけて去、くのは． 体潜と大体同じぐらしへに保って． 酵素のば

たらきを弱めるため。

I…・e・衣5cc＋1癖デユ／ブソ液5cc＝＝10cc

Ilee。 ・e滞素絞5cc＋1珍デンプン薇5ccニ＝10cc

Ⅲ・…0踪素瓶を放分間煮沸したもの5cc＋1喀デンプン液5cc＝＝10cc

（5ト謡エーリング溶液を用いて． IIIlⅡの各級の相の検出もする．
。

〔注〕フエーリング溶液と軋魔の検出に用hる化学薬品のこと。

0実験衰置⑳IO…eI・Ⅱ・Ⅲ十ヨード薇

I。 00・・何分たっても．青紫色が消えたh。
温鹿討

これは． 澤素がは入ってレ、ないためにデンプンが

麦芽糖に変わらない〇

五・・0ミ，U時間がたつうちに．色がどんどん清くなっていく。

これ呟． 消滅のはたらきにより． デユ／ブンがま芽

域に変った証拠である。

逝・0‥0敦時蘭経過して少しずつ薄くなってhった。 実験

日はそのまゝ放置してをhた所力前日王やゝ

薄くなってhた。 昔素が煮執された為に作用でき

なかったからであるQ

また．フエーリ／グ溶液での実験

I…0・酵素液がは入っていないので． 槽の換出府こ不可能

か・・・・炎かっ色の沈澱イ機中存在）

uq・・…やや顔色が認められた。

0星示会を終ク

急覧0人の有志何人かに唾液を提供していただき． 条件こ・・よすべて同じにしてデンプン滋の消化

躇廿を比較した。ところが拗たある孝rC． 才人二つ唾帝封酎ヒが早く．戎人つ唾茨か酎信二ナそく

そ三L七かまちまちであった1唾弦中のア‘ごテーゼつ告有是が人により羞たるa点ろうか圭っそれ

上狛号端緒内の仁頚の分泌志が異なる○だろか。 チェーインカム葱かんた貧乏ど分泌か滅宣

してデンプン液研削ヒ渡をそくなる一一レ＼つか一斉に生掟の唾寵を提供してもらっては…つ

－14∵



露拗霧写貢の樟日影

．
＿坂元∴旺

盛徴鉄琴束と、きくとすぐに皆さんはむつかLhものと思いがちですがそん恋にむっかLhも・二つ

でもありませんコやってみるととても興味がわhてきますロ

私も最初はむっかLLへもめたと思レ1こんでhたのであまり自信があり‘ませんでしたけれども寮外

思ったより容易に出来ました。

発表会まぎわにたってから皮の七時頃までしたりして時制が足らなかったり．材料が足ら表かっ

たことなどがちょっと気がかりでした。

ここで横影の同異や方法などを述べてみよう・。

道具ぷ膵鏡は2台‖台でも可）． カメラ（一眼レフ）．プレパラート．フイルム．アダプタ一

曲徴鏡は2台とありますが1台はカメラをすえ付はもう一台は機影する前にその頭数鏡で写した

し、と思うものゝ部分を見てからカメラのすえてちる頗敵襲忙うっしてから写す。

カメラは普通のものでは出来ないむで－f慣レフのカメラを催拝掛る0私つ持ってレ1たカ‘メラはレンズ

交換が出来ず学校用の一眼レフを便し1ました。

プレパラートは出来るだけ自分連の手で作すたも位を優用しました。

フイルムは壷徴鏡撮影司に作られたミニコピーとい特ダなフイルムを使用しましたっ又．フジ

フイルムのFもよレ、ようである〇

方法：まず一台．の頭像韻にカメラをすえ付けるそして写したわと思うものを頚傲鏡の裁物台に

のせてカメラのシャッターを適当な速度で切る。

カメラもつシャッターを切る際にしぼり呟関係しないのでシャッタ一速陵だけを合わす。

シャサグ一速藍は私の写したときは丑にして5～d砂ぐらいか打て写した。光源は夜でしたので

反射鏡から10～20cm位のところにすえ付けた。 光頻は白色感光灯2CWを2笛促し1ました。

劫価勿の細胞を永久にのこす（つに非常に便利である。

写したものは動物の類ではケムツケンミジンコ，刀ギサナダの薗軋カギナシサナダCコ嘉討議

植物の類では茶の花粉管．サトウキビの茎叫節税ゼニゴケの雄馬鹿書の一瓶ツバキの某の断

面等を写しました。この機関誌に発表され夜hCつが埠念です。末年は写真版も包みたレ、も〇です。

それから普通の写真では32年の9月に霧島に採集に寄ったときfJ活劫風縁，ミヤマキリシマ

アカマツのこぶ病．ツナトリモチ．学校に植えてある許多岬昔産のクワズイモたどがあげた。

長径に文化祭の感懲をのべると写真の所で史生物部し′⊃活動風景（つ方に唐の麓がむ，動併切か滋

散票照影〇万二ノこはあまり関心がなかったようでしたが弘として吐出来るかぎ恒淳一挿したつもり

です。

＿1；‥l



呼吸作用実験（酸素呼吸）

内村靖子

オー実験熟の発生rF：gl）

材料：発芽種子（ダイズエソドゥ． ハ，カダイコ㌫オオムギ． アブラナ）又は瑞花直前

の花のつぼみ． 魔法びん． 混蟹計．箱．をが層

〔方法〕

1． 発芽種子は幼根が3～5mm位伸びた頃のものを閏hる。

2． 発芽種子を魔法びんに7分位入れて． 温度計をさしたコルク栓をする。

5． 温度計は種子の層の 才 任せではいるようにする。

4． おが屑を入れた箱に塘法ぴんをせんの所まで埋める。

5．1本の温度計を魔法びんの近くにかける。

6．1走時間ごとに外温とぴんの中の温度を測定し記録する。

72日位継続して実験するロ

〔実験の様子）

ダイズを家から韓ってきて． ざるに脱串禍を敷き． その上にダイズを筐lハた。 （水が一様

に広がるように）そして暗室で水道水を少しづつ出しながら． 5日間をレⅠた0

暗室から取り出した。 くきっている大豆もあった現それを除いて娘がう～5机乳のもの乞

選び出し． それを魔法びんに7分位入れて． 温度計をさしたコルク栓をした（温度計底． 嘩

子の層の ち 位まではいるようにする）。

次におが屑を入れた箱に魔法びんをせんの所までうめ． 一本の温度計を魔法びんの近くに．

かける。（中の温度と外塩を比べるため）その結果中の温度が外患より2～5度高hこと

が分かった。（嶺由～呼吸作用によって． 多量の熟を出すため）対照実験として． 発芽しな

・1 3

〆＿一＿一〆一温

オ

ガ

屑 匿

魔

＼ 計

．「
▼ ′／ ．・

音 韻 読 ’ナ

1 靖〆　 ㌫
藁 染琵

クii
法

ぴ

ん

瀾 管 ‘′1
ね

管1

雷 雲∴　 昌

∴＼・・　　 ‘・1

〃∠　　　　　　　 ＼
相　　　 発 芽 種 子

h大豆を入れて比較した。

生物展の感想

殆んどの人は　まじめに見てくれた。

中にはメモする人もみか仇　うれしく思っ

た。 叉． 私たちも． せLへhっぱh説明した

つもりたったが． まだまだ反省すべき点が

残ってし1たようである。
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eq

牙二実験棟吸による貌素の吸収－＿（畢ig・2）－

材料：発芽種子．温度計．着色液．20痴KO王子，水そう．呼吸作哨実験器

実験の’様子∴

1・呼吸作用実鉾器の下部にKOH水溶液を入れそつ上に登芽Lかけた大豆を入れた容器

をのせた。ふたをして温度計をさし込んだ。実駄溝は水を満たした水そう内に入れ．実

験中の温度変化を防く㌔着色水は娘にみえて上昇した。r理由－ダイズ・〇呼吸によって

C02が放出されそれがKOHに吸収され′容器内の圧力が低くなるため．着色水が上昇

してくる）しばらくすると斉色水は下がり始めた（理由－ガスが発生したため．反

作用が起った。）

注温度の変化によって，呼吸室内のガス〇〇容積がかわるから革に注意する。

室内の温度変化の少ない場所を選んで実験する。叉容器全備を水そうに浴しても良い。

水（02の運ばれ

る様子を加計ため）

KOH水溶液

（2年瑠）

実験に1ハろいろ夜振量を工夫したカ竣素の浮待畳はなかなか読み貴にくかったコyig．2

籠島津製作所の試作品たそう一己総プラスチック豪で私達でも良く取り扱うことが出来て．要素

の消耗も良く読み取れた。手製の装置と比較したがら使うと更に詳しい蓑料が樽られたかもしれ

覆h。この装置を見て私は次回は実験器具の緬単な改良をどしてみたhと思った，。

－17　－



ゾウリムシの培養と走性

坂　元　光　章

ゾウリムシと吼　水中生活を営む原生動物で． 体喪に多くの根毛を持ちこれで水中を泳ぎまわ

る。目に見えなレ叫まどの小さな生物である。

〔ゾウリムツの簡単悪玉〕

1000cc。
ビーカーに溝の融く恵与ぐらい

までいれるQ次にこれに超の水（ゾウリムシがは

入っている）を1＿00ccぐらh入れてイネの

ワラを5cmぐ秘、に切ってこれもビーカーにいれ

る。2日ぐらし、暗所に放置しておtく。 そしてビー

カーを観察すると．浮かんでいるワラの下に4、さ

な点と見えるゾウリムシがゆっくり鋤いている。

次に走性を調べるためにもっと多くのゾウリム

シが必妾だゥた。今度は牛乳ぴんを10本使hそ

のうち4本はそのまゝ残りは墨を塵って中を聴

くした。この実額の結果． 明かるい所より瞭h所

がゾウリムシの繁伯に適するということを知り得た。

〔ゾウリムシの走性実験〕
図1　　ゾウリムシ

1つ呟．ゾウリムシの重力に対する性愛つまり走地性を調べた。せず小さな試験管を用意しこ

れに液ごとゾウリムツを入れる。管内に空気が残らないように栓をして鉛直に立てて取りつける

2～5分するとゾウリムシは全部上の方に集まってしまう。つまりゾウリムシは負の走地性を示

めす。

もう一つはゾウリムシの電

流に対する性質つまり走電性

を調べた。せず4、さな試験管

の底をぬhて両端に電極をと

りつけた。電極はゴム栓に鋼

譲を通してつくったロこの管

の中に液ごとゾウリムシを入

れてこの汝に1．5Vの電流を通す。3Vではしばらくすると全書死んでしまった。1．5Vの電流

立通すとゾウリムシ産金意趣上集ま一つた。これらの寛骨を通して結論は蘭単であるが．途中の

’‾三験装品に時間がかゝカ．それたけ工夫‘したかいもあった。
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方形わく法による実習

蔚山宏0坂元光章

群落の測定とはどぞんじと思いますが．せず1m四方のわくを作って（わくは何でもエlハ）

そのわくに20cm四方の方眼をつくります。わくを方形わくとしへう。

ヽ丸

ll
q

、
、
・
F

．

“
．

け
Ⅵ

恒

測定場所 加治木高校内調理室付近。

調 理三重

l

洗 濯 箋 l

l
l

墾

磨踵
科
室

×4

W ・C レ
l

コ
I
ト

‘！〟 フ′ l ∴／

′レ薮 ：
鋤 r’！A／‘

日′／‘絡
ソ　　　　 ー
！′′′

ノ功 ／蕗7′％・

C必

．⑥
④

細
／／

イ

按′′！

抱

／形
「

このわくを植物の分布状韓を測定し桑hとこうにを

hて．方眼の中の植物の分布状嶺をしらべるので

ある。記入C⊃方法は紙に縮尺した方狼をかいて．
′

方形わくの中の植物の分布をその紙にしるすので

ある。

ただし方眼の目盛頭勝手に縮尺すればよい。

測定月昭和58年10月

×3　　　　×印1・2・3・4・5

⊥上本！
′ノ

は測定地点を示す。

5
X

［重コやはずそう［蓬コめひしぼ

［：亘コひめじょん閥聖ザそう

［＝］らがやm喜っ誼のどま

優占種ちがやl

等落名　ちがや・や匠ずそう群落地
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空Z畳やはずそう　　　肛皿のちどめ

亡コちぢみささ　　　監理をば夜

優占種、ちぢみざさ

群落名　ちぢみざさ・やはずそう群落地

これはちぢみさきの中に他の植物が按レ、ってきたもの．

′に軍やはずそう皿ちぢみささ

［＝コちがやロロきつねのごま

［要］かぜくさロコめひしぼ

優占踵らがや

1鞘名ちがや・やはずそう群落地

皿かせくさ

匡撃のちどめ控男ちようせんしぼ

［亙jひめじょん［＝コやはずそう

擾占種やはずそうロロめひしぼ

一ノも群落名　やはずそう0らようせんしぼ群落地

ヰ　これはちょうせんしぼの中に他の指物恋増車りてきたも
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原形質分再

出こコ喜久

植物の榔泡は郡杉質膵の外椚ノこ寵胞輿を． もっていて細鋸酎璃硝摘磯とちがって水に揮う

ている物頁もかなりよくとおすので． 植物の榔泡をショ糖・硝凌カリウムなどの高甘夜に受寸と

水が原形嚢塵をとおって外に出るから． 原形責横で増せれた細胞の容彿ま． 小さなる身上舟運

は水も．溶質も．自由に通すから形の変化はあまり逼らず． 原形質照と細胞薫とのあいだにすき

まができる。この現象を原形質分離ということ旺よく知られてlつる。

ムラサキオモト． カンナの葉． ムラサキツユクサの娃芯の毛のようを細胞複にアントシアン等

の色素を含んた細胞は．極めて明瞭に原形質分離を認められるが、私たちはすぐに手にはいった

ユキノシク（Sa・Ⅹifragasto10niforaMEERB）をつかh浸した。 またユ

キノシタは細胞液に色素があるために明瞭に検鏡できる。

道具及び材料

天穐メスシリンダー． ガラス瓶シャーレ－1白砂楓検鏡道具． 初め収二シャーレ一にラ

ベルをはり凄産別にわけておく。はじめ20％鋤焦楯液をつくり． 蒸留水を加えて2％ずつ段々

頻度の小なる溶液を作成した。接槻液は． 放置するとカビがはえるので1日Lか使用できなかっ

た。ユキノシタの菜の轟を． たして折りせげ． かみそりではいでいく。 15分間づつ浸してそれ

を検鏡する。2％からはじめていった机分餅があらわれたのは． 10％からだったcこの原形

質分離がをこるか去－こらないかの限界点．すなわち限界原形栗分離における外政の蹟鮭は． 譜胞

液の農政にほほ等Lhと認められている。

検弟のさいスライドガラスにのせるとき． べたべたしてやりにくhので． 少象のその癖鹿の液を

スボイドで注水したほうがよh。 はじめは20％までやってみるつもりだったが． 全部分植する

までやってみることにした。1d％になるとだいたい半分以上分離するのがあらわれてくる。 1

8％からは丸形たけでなくいろいろな形があらわれた。 たが28％ぐらいまでは丸形や四角形等

の規則的なものだったカ．50％からは不規則な形もあらわれてきた。 2d％まではどこか1ヶ

所カ．原形質願につレ1ていたが． 28％からはどこもつかないのがでてきた。 48％までやりて

みたら．たいぷ分離してきたのて55％にとんでやってみ車が148％より分離しなかった。

55％ぐらいになると． 砂糖がとけなくなるので前より分離しないのではなhかと思う。 これは

他の密のもので調べてみようと思ってLへる95ム％以上は砂糖が． とけなくなる甲でやらなかっ

た。55％までのうちでは． 40％｝44％ぐらいがhちばん分流したようだった。 以上がほんの少

しの．実験結果であるが． 私にとっては始めての． 少しまとせった実験であった‘⊃で． とまどっ

たが．あとから考えてみると． 温度や立地条件などによっても． 異なるとhうととがわかったの

で．この実験は塩酸はずさんに考えたので． 不充分な結果だったかもしれ夜h。 また急変がちが

分船をよく比佼できるように． 始めに同じ細胞〇彰を書いてそれに検接のとき似た細胞を享

がして書いた。このようにしたのであとで結果をくらべるときよかった。

今匿は他の種類も多くやり塩鮭や立地条件等も考慮してやろうと思ってし1る。

・hZ1－
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原形質流・勤

平野竃l．綾

原形質流動を研究しようと思hたったのは． これの研究をする以前に． 固化でんぷんの検出の

研究を始めようとして材料rアミドロ）を巷がLに出かけたがたかをかみつけることができ

なか1た。そこでグロモではでんぷんの検出ができるかどうか研究しようと思ってもってきて．

夜にげなく．黄の構造をみてみようと検鏡したところ． 射てかえたしへの知れなhものカi人間の

血液のように細胞の中を流れてhる。 そこでこのえたいの知れないもつはなにかと思って研究を

始めたのが…・・・・…。

原形質流動を知るに蝶． まず．原形雲を知ら射づればならなhOでいろんな背紋をかいてみた。

〔勤王）‥

原形質の働きとしこ体外からとり入れた璃でんぷんを分解し． 生物はその時に出るエネルギー

を利用して生命をもちつづける鋤きがある。 ところが掛つ分解を試齢管の中で行たうに呟． 強い

虚と高h熟が必要であるが原形質がこのような分解ををこなうときは． 淀や熟がなくても． 分解

はをこる。これは原形質に特別な酵素があるからである。

」、化学的′性墳ト

「 石　　　 質 重量（痴）

承 8 0′－9 0

タ　ン∴バ ク　質 7′〉1 0

月旨　　　　　　 質 1・－　2

その他の械化合物 2．5へノ4．5

無　 機　 塩　 類 1・｝1．5

ダニ／′くク只は．水にとけてコロイド状態となり． 脂肇．

炭水化物．核感などと結びつき． いろhろな物栗宜つく

る。

原形濱を構成するタン㌧ぺク賓は醇窮とし‾乙はたらくも

のが多く．そのた昌も原形奥内でいうhろ夜化学反応が

慣序よくすゝめられていくのである。

…〔物理的性頁1－

原形質呟．透明質と巣粒嚢からなりて巣粒質（ゾル）は流動性に富みブラウン運動や流動運

動を行う。また透明項（ゲル）は流動性が少なhが流動性を失って甲体に近くなっていてねばね

ばして．弾性が強h。

これらの原形質や流動運動をr原形質流動」という。

原形質流動塩タマネギの蒙皮紐胤ムラサキツユクサの雄ズイの毛の細胞． シャジクモの欝間

組粗カナダそ，オオカナダモ． クロモの細胞などで奴察することができる。 アメーバもや止り

原形栗流動を行い，食物の摂軋老廃物の排出を行なう。

ー2　5－



ノ八三〇芸、しノ．、壷長流功を薫褒するに紘

C1）タロモ∂あまり着くな山東を取りたしてプレパラートを作る，。

（2）琉浣する場合」結じめ低倍率rX158）で全体の璧子を翫察して． どこが原形質流布

をおこなってLへるか． おこなっていそうな場所を調べでみる。

（3）それから高倍率rX580）で検韓する。

〔留意点〕

（、ヱ）原形質流動はあまり若すぎて′夜胞のノ新妻していたh細胞に按． みられたh。

‥等温度（水温）はあまり低すぎてはしへづをレ． たし1たい25rコC～SnOcぐらいが適当で

ある。

し）日光によくあてて去りハてからの方がよレ㌔

CJCか実験を公融する場合祀． プレパラートの水分が蒸発してし婆うことがあるふら． 時

々スボイドで水を与える凸． Jけメ一八㌦里勧〕
粛
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せきすいカニ∴捗

吉　原　孝　男

〔踊j　生物路のhろいろな器官のはたらき如：らばらにならぬよう． これらの閏の調和を．

はかり． 統一を行なっているのは神経とフこてルモンである。

神経のはたらきに関する実験は． 領内運動といっしょに行なうことが多く． 呉桝ては． 手癖は

いるが．結果蛇すこぶるみごとにあらわれる。

声佃〕トノサマガ工重二田7カガエル

C道長〕乙まさみ・ビンセプト・と埜欽離れスタン′ド

さ’射り疏援（温変に強い）

巨雄一ヂしハカニ二ルの反射真顔〕

′事大！ i夜はさみの・一方をカエルの雨あごC⊃問にできるたけ臭め

万に入れ言のいっぼ飢持上にを，正憲を結ぶ甘てそって切

訂すればせこずhカエルが得られる。 こ○カエノレの下ちごて粛は

さみたどではうんでjくタ：ノドにかけ． 次の実験を行う。

一一26－
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実験（イ）後足の先端を機械鞭につまむ。

結果そのつまゝれた足をちぢめようとする。

rロ）紙切れに濃厨薫をひたして． カエルのどん

な位農でもよいから． それをつける。

紆果はりっけられ場所を． 後足で，はりつけられた

紙をはらhのけようとする。

まとめの・0・・反射は一定の利敵が一定の杵径過程を経て

常に一一走の反応を示すことで． 一つの反射を起す

までには． 摂受紘一求心性神経一中侶一連心性丹

健一作動体と言う一つの道が考えられる。 これを

反射弓と払うロ作劫体とは． 筋肉や蝮のようかこ

j
f
！
！

い
‥
阜
ト
＝
『

ソ
／
＼
－
リ

′
－
7
′

硫
顎
を
し
せ
せ
た
紙

＼
、

反射の効果をあらわす器官を／、。

上のような笑顔は． せきずh反射とh叫． セキツイ軸物の中で童も． かんたんな反

射弓であり． その反射のしかた軋刺放・一求心性神経－せきずわー逮心性神経一作

動体とh針路を通る。 つまり． 大脳を必要としなhで． せきすいのみでも反射吐

起るというのである。

〔反省〕カエルに電流を流してみたかったが． 食料不足ですることができなかった。

血液型の判定

福元村治0監山貞趨

この「血液型の半臆」は全員が異床を示して多忙であったが． 文化祭0日に止一段の人達や

近所の中学生の血液旭を無料判定して好評をう打た。

なれ今後にある数々のデーターは発言二三会の諭に融午年全信を調べたその結果であるロ

〔り酎蒜漂準血清（抗A． 扶ちかをカソ・滴定痩「アルコール）醐繍

r21． 方法（已）消毒したスライドにA型血晋とB這血清をとる。
ヽ－＿′

rb）耳ぶたを消毒したカミソリで出止させべつべつのカバ・一一グラスでA

撃． 3度それぞれの血南に′二くませる。

rc）50秒一一2分炭指してをhて繚競薫見′乙。 こ叫ン雄：実に検査をする

ためルーーぺなさ1hた′′

（且）結霊紙A型． B型． d聖． AB蔓の四憲にわかれる。
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加高1年生（1953年度）血液増縁語衷
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一　年　生　全　体

A　型

／
！

√

′

l

l

2〔）． 0％

′

／

一

－

一

l

！

． 1

．

1

－

1

－

一

全　　体　、

1人

1－．－－ノ．
一・・一′

＿ノー一一一∵

O　　型

8．3％

一一

∴：∴：
0　埋

＼28・

一年生男女別

A型、＼

ノ人
41．5％

＼ノ／
2％＼了

． ／
、　＼　－＿＿・ノ・・／

ild・9％

ところで． 民族係数を求めて見ると． 本校一年生は1．7である。 参考まで他の民族の係数は欧

州型で2．0～4・5。トルコ． アラビア系は1・5～1・5． 日本人は1．4． 滴洲．朝鮮は0．4～1．2．

鳥人．ジャワ． スマトラ系は0．5～1．4である。

民族積数A型％十A丑喧％

B型％十AB型％
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蒸散作用の＿実験

横手美智子

1）材料0ヒメユズリハ． キク．イヌマキ．r寒験をするとき（11月）に練の薬をつけでハたもの）

0蒸散作階実験器

2）方法

①実験器に水を入れる。

◎材料は新鮮を葉を使い． それを実併記にさしコルク栓のすき圭から水がもれかハように

ワセリンを塗る。

（諺水分の蒸散最を1時間ととに記録する。

④次に100cm2ぁたりの蒸故旨を求めるために． それぞれの東の面積を計算する。 この計

算をするに吼稟怒もぎとって． 方狼紙の上にのせ． その形をとって方眼を数えて面積をた

す0

実　験　装　置

永

一一31－

籠　某の図は実物大である。



31実験結果

水がワセリンを塗ったところからもれたり． 植物の菜が短かすぎて水に儲かをかったり． ほ

んCつちょっとCつア注意から何回も夫最した。

実頬をするには両よりも湊室オーたとつくづく思った。 ここでは、実こ．汐が凰調にhゥたと思

われるも〇たけを述べる、。封にもかくが． 大要を述べてみると． ヒメユズリ（． キク．イヌ

マキの中で．蒸散荒む最も多いのがキクで他のものとは比密にならなhほどである。

次にイヌマキ．ヒメユズリハ①約5倍位の鼠童も少いのがヒメユズりハとなった。

100cmZにつしつての． 時間と蒸散畳の関係は次のとおりである。

12　5　4　5　d　7　8　910

霞∫更に一歩進んで．蒸散最と気孔の数との関係について調べせした。

・まず感激鏡を挿いてそれぞれ（つ植物の気孔の数を．根気よく数え11nmZにつhての数を

計持するその績巣を次に書くと

蒸敢最と気孔の薮との関係

前の表と比俣してみると．蒸散琵つ多hもの疲ど気孔の数多く．蒸散賢の少夜hものほど

気孔数も少い。言い変えれ鴎気孔の薮が多いほど蒸敏作用はさかんに．行なわれると言え

る。
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ツマグロヒョウモンの飼育記録

山　　口　　喜　久

5月21日（1953年）　採集地：姶良郡加治木町板石

加治木高校事務室裏の． はち植えしてある葉にhる幼虫を． 吉井先生採集

このはち植えの捕物はパンメ」である。 幼虫をしらべてみるとたて正業科の幼虫らしレ。

帰るとき食草としてパンジーを入れてやる。

5月22日

21日の夜からえ享を食べていた。 これで食卓をパyジーときめる。

5月23日

え苔を． とりかえた。

5月24日

金網に静止してLへる3

5月25日

8時30分

不

－

！
…

－

・

－

！

角の方につやのある糸をはってhた。

脱糞。
……線色で大き凍丁繭

′て／ジーの桑を食べてレ1る。

12時20分

ッマグロヒヨ＿ウモノ昌

サナギ

3cm

S38． 占． 1

萎∴をかじってlハた。 ・00・eO・さなぎになる前だったらLh。

体長が少し短かく見えるq

5月27日

8時15分

さなぎになっていた。

さなぎの南側に5個ずつ金色の光るものがある。

る月1日

2時15分

さなぎが少し動きだした。

6月5日

3時30分～4時50分のあhたに脱皮して成虫となる。

つまぐろひょうもんのおすだった。

羽化している床に血のような赤レ、ものがでてt／、る。

－3　3－

点
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オオスカシバの飼藷記録

森正人

1955年8月20日桧良郡姶良町字軋くちなしで採集。 ジヤノメチョウ科の幼虫に似

る。 体長約2cm。 皮膚には黒色の磁点があり． 二本の罵突起が

ある8

8月21日

静止

くちなしの東を一枚完全に食べていた。 静止

静止

8月22日

8時30分菜を盛んに食べてhるQぬけがらがあったロ

9時50分静止体長2．5cm

21時50分葉を2枚食べていた。 静止

8月25日

8時30分

9時50分

20時

可．R．24日

9時‾

葉を盛んに食べている。

静止

静止　体長5cm

葉を良へている6

ぬけがらがあった。

体が急に大きくなったように見える。

尾が短くなり黒h頭点が多くなってhる。

体の模様がはっきりしてきた。

体長　4Ctn

15時45分　盛んに葉を食べてhる。 体長　4．5Cln　体の直径　約d．nm

22時

8月25日

8時

凛を盛んに食べてhる。

譲を遥んに食べてhる。

1晩で2枚の素を食い尽してhプら

－3　4－



9時40分体長5eTn

13時30分盛んに食べている。

22時38分嚢を全部食い尽してhた。 新Lh薬と士を入れる。 士が必琴を事ほ先生に指導を

hたたく。 糞をどんどん食h始めた。

8月26日． 葉を全部食べている。

8時30分主脈たけ残して食べてし1る。

14時葉を食べてhる9

17時30分菜を慶べ続けてし、る。

19時30分盛んに薬を食べている。

23時盛んに喪を食べてhる。 体長5cm

8月27日

8時30分葉を食べている。

20時

22時

23時

8月28日

7時

8時

8月29日

9時

8月30日

8時

葉を盛んに食べでハる。

菜を良べているQ

静止

土にもぐってし1た。

ちょっとさわったらぴんぴんはねたした8

色はこげ茶色に変わっていた。

そばにあった菜や土などに糸をはってせl争を作ってhた。

また幼虫のまゝの姿でま吟の中にhたロ

ぬけがらがありさなぎになっていた。

さなぎはビーカーに土を入れその中に大都いてかいた。 約20日後までは生存して

いたれ死んだ。 さ凌ぎを破くと中には羽化寸前の成体の形がうずくまっていた。

竜煉したまであったからだろうか。

別をオオスカッパの個体で調べたもC⊃の記録によると．卵は線色で．直径約日m㌔ふ化屯後の

幼虫は．体長3mmでさなぎはやはり土中に作る。 羽化する控は約20分を要し． 前半10分は

ゆるやかで．後半10分は非常に変化に富むb前方の足四本が出て． からがずれぬけるように

水々しレ1オオスカシバが出てきた。

－33－



こr．号音方
島　採　集　記

山口正

岩島神宮と高千穂河原を連絡するバス底．こぶし大の石ころが敷かれてhる登山道路を登って

し、く。樹木がうっそうと繁ってhる中や眼下が一望に見わたせる所などで立のてhる私たちをあ

きさせなかった。それにバスの花ぴんに「サソドゥ」の花が一偏きしてあったC⊃がいかにも登山

バスらしかったロ

バスは高千ノ徳河原に着いた。私たちは高山のひんやりとした風がここち良かった．そこで30

分ほど採集にかゝった。多雨期に畦．清h海流となるであろうと思われるくぼ地が主な採鍵場所

で収強は「モ／キアゲハ」．「ツマグロヒョウモノ」などのチョウ類やシダ植物その他いろいろ

な植物であった。

こゝでの採集が終るとせた登り始めた。今藍は徒歩であるからを

なかなかきつい。それでも道の両脇の品のhい濯木や． ひんやり

としたそよ風が気持ち良く誘．ってくれた。くずれかけた木造の鳥

居の所まで来た。ここから見る山の景色はなんとも言え夜かゥた。

北には遠国岳をはじめ霧島連山があり．登山客が白Lへ点となって

見えた。せた東には高千穂の峯が天にそびえていた。そこでちょっ

とした採集をし「ミヤマキリシマ」をフイルムに収め下山にかゝった。これからが本格的な採集

である。皆足に豆ができないことを祈った。

始めバス道路に沿りて採集して行った。木々の間をぬって飛ぶ「コノマチョウ」．「アサギマ

ダラ」をどのチョウ頒また植物では「アザミ」の頚などカ夢ユっねそれにシダの前葉体を見つけ

たの呟てがらだった。それでもバス道路を通ってはこみ入った採集ができないので．間道を通る

ことにした。

間道は道がけわしかった。皆自然にちりちりになって歩hた。 先に歩いていた私たち5・5人

代二・三本のあけびの木を見つけた0後の人を待つついでにその木に登って夷をちぎってみた。

あたりは木が剖ばらに生えて清償そうな感じたったのでここで昼食をとることにした。

下り終る直前に私たちは絶好の採集場所を見つけた。

ここでは主に担子菌類が多かった。「ツチトリモチ」．「ネ

ズミタケ」や陸産貝の「キリシママイマイ」そ叫山いろいろ

丘こけ植物．地中にうずもれてhる昆虫． hちばん珍しかっ

たのは「ツチアケビ」であるQ高さは1mぐらいでその纏レ！

茎に10cm大のひょろ長い実がついてレ1る． 色はすべて暗赤色で

そlこ巨＼んてこな形に皆んな箪わされた。

霧島神宮まで下山して何千年も経た杉の大木や建物の壮政事にう

たれた。
－36－－



か　じ　の　き 考

票問吉井浩一

誌名「かじのき」は町名をていねいに言ったも’のではたh。 れっきとしたクワ科の一種の樽物

名である。雌株と雄株があり． 大きなものは高’ぎ笥10ln． 幹径dOCm位の喬木となり． 葵はク

ワの嘉よりやや広く卵型で先がとがっていて． 冬は満票する。 幼樹の菜では先が三つ． 叉は五つ

に裂け，まるで別種のようである。 枝皮はカジノキの学名BrotlSSOnetla押野rjtfera

－‡風評rifera・「紙を生ずる」一一が示す通り製紙原料となる0姶良郡蒲生町周辺ではこ

のカジノキを原料として和紙をつくり．
田畑の境界に栽培きれ叉山野に自生してhるのをよく見る

カジノキと近縁のコウゾも製紙原料として世間に知られてhる。 この方は雌雄同株で喬木になら

をh。興味あることにコウゾの学名はB． kaEin01くiSieb． である。 シー
‾菩r‾‾‾ジ‾‾‾ノ‾‾育‾
が几・ド氏はコウノの方に和名Kazino火土　を命名して しまった。 コウゾが且　pa野rife

ra．カジノキがBkaZinokiならは納得出来るのだが。 何か刺青があったのかもしれ衣h。

もっとも．本良内でも．カyノキ（紙の木？ ）と称しカジノキとコウゾを混同Lでハる地方もあ

る。

′二ゝ∠ゝ∠ゝ∠ゝ

観光バスが加治木の笹津こましかゝると．、ガイド嬢畦町名の由来を教えてくれるq『神代の風

イザナギ（男神）イザナミ（女神）の二神の間にお生まれになったオー御子i蛭子噂は三オにな
bしコ1ミコト
っても夜年足が立たず．御心配の二神はhろいろ相談の結果．蛭子尊を夜見国（あの世）へ遣わ
ヨミノクニの＝el命
される事になりました。そこでミコトは天磐樟船に乗り夜見国へ向かわれました。ところが途中
アメ／イワクスアネ
嵐にあわれ．船ともナゲキノモリ（魂隼人町）へ漂着され．その総花は更に流されて西岸に打ち
かじ
寄せられやがて棺は芽を出し密をはり樽の大木となりました。この棺が止れついたところカも

カジキの町であると言われ七をりせあーづ冠と○

埠在の加治木町周辺は古くからカジノキが多かった，江戸時．代には町内hたるところ製紙がな

され．以前にも増してカジノキ彼我増された。hわゆるカジノキ〇分布が潜まところから．町名

の由来とたったことを聞hた。それほど多くのカジノキ・製紙屋も今ではほとんど見られず．前

述の蒲生町に当時の名残をとどめてレ、るにすぎない。

古h記党の町名「柁木」「柁城」の時代が文字によりふっと偲ばれる。
かじ禁かL－、芝
∠ゝ∠ゝ∠ゝ∠ゝ

承知のように本校の徽章．襟章ともカジノ牛の葵を図案化したものである。加えてここつ標伍紙

も「かじのき」と鋸弼た。創刊号が一泊柁となり．パイロット（水先零内）とならんことを願う

ものであるロ

－3　7　－



部　員　名；蔓
－イ1963年．）

脚埼吉井洛一班児島市上之鹿町125

雷l筒口正雄姶良郡加治木町仮屋町

竺

1

－

1

氏 名i

川轟音信男

中嶋茂

平野龍雄

酒匂歳弘

福元村治

山田喜治

横山貞雄

坂元畔

森正人

山口喜久

壱岐蕎宏

大野隆次

田之上浩

炉山宏

前田忠昭

富原幸男

福永祥子

坂元光幸

山口正

内村浩子

東千代子

葉丸涼子

横手美智子

山口忍

住　　　所

姶良郡姶良町鍋倉るる8

両隼人町姫城2278

同隼人町藻草851

同姶良町兼併田2504

同姶良町平松1986

同隼人町住吉581

同姶良町西餅田157・4

同姶良町脇元415

同姶良町鍋倉555

同姶良町西餅田’1385

同罪野町木場d58

両隼人町宮内4ノ1752

両隼人町内188

同姶良町鍋倉121

軋加治木町

同姶良町三拾町25ノ2

同加治木町本町162

同加治木町日本山1110

両姶良町吏餅田3981

同素島町臼］□2［用1

回加結未町西別府2589

両加治木町反土27・10

同隼人町見次1291

同加治大町朝日町113

・－J、、Il一
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あとがき
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1953年度の文化祭にお労る研究翼素会は†払超好評を得た。 発表会当日に生産会の貴君白

待くロあちこちの○○展示会と名のつくものは欠かさず見たカ． こんな心ははじめてだQ中学校で

もやった事があるが比較にならなし1っ生物展として法ナンバーワンだ；’‘‘限られた予算と時間

Tlけでよくもこのような盛大た環示会が開かれた。
しばらくしてPTA会長さんの顔も見えわんに

やこりゃ．良かとが出来た。 大学のどらやわカbうーん－こりゃすばらしh’’と何経も臨汲境を

ぞきこんでおられた。御世辞と恩hながら見学者の方々の体の動きから． 何か成功が感じられ．

うれしかった．
。
このようなわけで． 「かじのき」が19d3年度研究発表会記念号として発足し

た。部員全員カ． なれない一年生であったので活動方銑実験結果0校誼実験褒雀の工夫． 展

示方法等を討論しあって時間のたつのも忘れた。

ただ今回紙故の都合により1〔）盈項目の割愛をしなければならず． 心苦Lh次牙であるロ2号

に紗ずる事を御許しいただきたい。

この「かじrつき」を手にする頃は新一年生も加わりにぎやかたらう。 そして新入生p方． 々が」

「かじのき」を通して「生物」に興味を持ち． 我々のあの感故を共にしていたたければ幸いであ

る。（rTJ

かじのき創刊号

塘児島県立加治木高等学校生物研究部機関紙

発行日31954年4月7日

鰍掛代表；山口喜久

印刷：景アルプス印剖所

l－1、1〕－
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